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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年9月11日(2014.9.11)

【公開番号】特開2014-13331(P2014-13331A)
【公開日】平成26年1月23日(2014.1.23)
【年通号数】公開・登録公報2014-004
【出願番号】特願2012-150961(P2012-150961)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  17/14     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  17/14    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月29日(2014.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カメラに設けられたカメラ側マウントに対して取り外し可能に結合されるアクセサリ側
マウントを有するカメラアクセサリであって、
　前記アクセサリ側マウントは、複数のアクセサリ側バヨネット爪を有し、該アクセサリ
側バヨネット爪が前記カメラ側マウントに設けられた複数のカメラ側バヨネット爪の間に
挿入された第１の状態から前記カメラ側マウントと相対回転されることにより、前記アク
セサリ側バヨネット爪と前記カメラ側バヨネット爪とが係合して前記カメラ側マウントと
の結合を完了する第２の状態となり、
　前記アクセサリ側マウントには、前記アクセサリ側およびカメラ側マウントの相対回転
方向に配置された複数のアクセサリ側接点面が設けられ、
　前記複数のアクセサリ側接点面には、該カメラアクセサリの種類を示すための第１のア
クセサリ側接点面が含まれ、
　前記第１のアクセサリ側接点面は、前記アクセサリ側マウントの前記相対回転方向にお
いて前記アクセサリ側バヨネット爪が設けられている角度範囲内に配置されていることを
特徴とするカメラアクセサリ。
【請求項２】
　前記第２の状態において該カメラアクセサリの種類に対応した所定の電圧を前記第１の
アクセサリ側接点面を介して出力する構成を備えることを特徴とする請求項１に記載のカ
メラアクセサリ。
【請求項３】
　前記第１のアクセサリ側接点面は、該カメラアクセサリの種類に対応した所定の抵抗値
を有する抵抗に接続されていることを特徴とする請求項１または２に記載のカメラアクセ
サリ。
【請求項４】
　前記カメラ側マウントには、前記第２の状態において前記第１のアクセサリ側接点面と
電気的に接続される第１のカメラ側接点ピンを含む複数のカメラ側接点ピンが設けられ、
　前記第１のアクセサリ側接点面は、前記第１のカメラ側接点ピンとの接触が十分に維持
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される程度に、前記アクセサリ側バヨネット爪の近傍に設けられていることを特徴とする
請求項１乃至３のいずれか１項に記載のカメラアクセサリ。
【請求項５】
　前記カメラ側マウントには複数のカメラ側接点ピンが設けられ、
　前記第１のアクセサリ側接点面は、前記複数のカメラ側接点ピンのうち前記第１の状態
において前記複数のアクセサリ側接点面の一つに接触する第１のカメラ側接点ピンと、前
記第２の状態において電気的に接続されることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１
項に記載のカメラアクセサリ。
【請求項６】
　前記複数のアクセサリ側接点面は、前記第２の状態において前記第１のカメラ側接点ピ
ンに接触しない複数の第２のアクセサリ側接点面を含み、
　前記相対回転方向において、
　前記第１のアクセサリ側接点面とこれに隣り合う前記第２のアクセサリ側接点面との間
のピッチが、互いに隣り合う複数の前記第２のアクセサリ側接点面間のピッチよりも大き
いこと、又は、
　前記第１のアクセサリ側接点面とこれに隣り合う前記第２のアクセサリ側接点面との間
の間隔が、互いに隣り合う複数の前記第２のアクセサリ側接点面との間の間隔よりも大き
いこと、又は、
　前記第１のアクセサリ側接点面の幅が、前記第２のアクセサリ側接点面の幅よりも大き
いことを特徴とする請求項５に記載のカメラアクセサリ。
【請求項７】
　前記第２のアクセサリ側接点面は、前記カメラに対する該カメラアクセサリの装着の検
出のための第３のアクセサリ側接点面を含み、
　前記第１のアクセサリ側接点面は、前記アクセサリ側マウントの前記第１の状態から前
記第２の状態への前記カメラ側マウントとの相対回転中において、前記第３のアクセサリ
側接点面とそれに対応する第３のカメラ側接点ピンとが接触を開始するよりも早く又はそ
れと同時に前記第１のカメラ側接点ピンとの接触を開始するように設けられていることを
特徴とする請求項６に記載のカメラアクセサリ。
【請求項８】
　前記相対回転方向において、前記第１のアクセサリ側接点面のうち前記相対回転中に前
記第１のカメラ側接点ピンとの接触を開始する部分と前記第３のアクセサリ側接点面のう
ち前記相対回転中に前記第３のカメラ側接点ピンとの接触を開始する部分との間の距離が
、前記第１のカメラ側接点ピンと前記第３のカメラ側接点ピンとの間の距離より小さい又
は該距離と同じであることを特徴とする請求項７に記載のカメラアクセサリ。
【請求項９】
　前記複数のアクセサリ側接点面の一つであって、前記カメラから通信用の電源の供給を
受けるための第４のアクセサリ側接点面を備えることを特徴とする請求項１乃至８のいず
れか１項に記載のカメラアクセサリ。
【請求項１０】
　前記複数のアクセサリ側接点面の一つであって、前記第４のアクセサリ側接点面と対応
してグランドに接続するための第５のアクセサリ側接点面を備えることを特徴とする請求
項９に記載のカメラアクセサリ。
【請求項１１】
　前記複数のアクセサリ側接点面の一つであって、前記カメラから前記カメラアクセサリ
内のアクチュエータの駆動に用いる電源の供給を受けるための第６のアクセサリ側接点面
を備えることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載のカメラアクセサリ。
【請求項１２】
　前記複数のアクセサリ側接点面の一つであって、前記第６のアクセサリ側接点面と対応
してグランドに接続するための第７のアクセサリ側接点面を備えることを特徴とする請求
項１１に記載のカメラアクセサリ。
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【請求項１３】
　前記複数のアクセサリ側接点面の一つであって、前記カメラとデータを通信するための
第８のアクセサリ側接点面を備えることを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１項に
記載のカメラアクセサリ。
【請求項１４】
　カメラアクセサリに設けられたアクセサリ側マウントが取り外し可能に結合されるカメ
ラ側マウントを有するカメラであって、
　前記カメラ側マウントは、複数のカメラ側バヨネット爪を有し、該複数のカメラ側バヨ
ネット爪の間に前記アクセサリ側マウントに設けられたアクセサリ側バヨネット爪が挿入
された第１の状態から前記アクセサリ側マウントと相対回転されることにより、前記カメ
ラ側バヨネット爪と前記アクセサリ側バヨネット爪とが係合して前記アクセサリ側マウン
トとの結合を完了する第２の状態となり、
　前記カメラ側マウントには、前記アクセサリ側およびカメラ側マウントの相対回転方向
に配置された複数のカメラ側接点ピンが突出引込み方向に移動可能に設けられ、
　前記複数のカメラ側接点ピンには、前記カメラアクセサリの種類を判定するための第１
のカメラ側接点ピンが含まれ、
　前記第１のカメラ側接点ピンは、前記カメラ側マウントの前記相対回転方向において前
記カメラ側バヨネット爪が設けられている角度範囲内に配置されていることを特徴とする
カメラ。
【請求項１５】
　前記第２の状態において前記第１のカメラ側接点ピンを介して検知される電圧の値に応
じて、装着されたカメラアクセサリの種類を判定する判定手段を有することを特徴とする
請求項１４に記載のカメラ。
【請求項１６】
　前記アクセサリ側マウントには、前記第２の状態において前記第１のカメラ側接点ピン
と電気的に接続される第１のアクセサリ側接点面を含む複数のアクセサリ側接点面が設け
られ、
　前記第１のカメラ側接点ピンは、前記第１のアクセサリ側接点面との接触が十分に維持
される程度に、前記カメラ側バヨネット爪の近傍に設けられていることを特徴とする請求
項１４または１５に記載のカメラ。
【請求項１７】
　前記アクセサリ側マウントには、複数のアクセサリ側接点面が設けられ、
　前記第１のカメラ側接点ピンは、前記第１の状態において前記複数のアクセサリ側接点
面の一つに接触することを特徴とする請求項１４乃至１６のいずれか１項に記載のカメラ
。
【請求項１８】
　前記複数のカメラ側接点ピンは、前記第１の状態において前記アクセサリ側接点面に接
触しない複数の第２のカメラ側接点ピンを含み、
　前記相対回転方向において、
　前記第１のカメラ側接点ピンとこれに隣り合う前記第２のカメラ側接点ピンとの間のピ
ッチが、互いに隣り合う前記第２のカメラ側接点ピン間のピッチよりも大きいこと、又は
、
　複数の前記第１のカメラ側接点ピンのうち互いに隣り合う前記第１のカメラ側接点ピン
間のピッチが、前記第２のカメラ側接点ピン間のピッチよりも大きいことを特徴とする請
求項１７に記載のカメラ。
【請求項１９】
　前記複数のアクセサリ側接点面は、前記第２の状態において前記第１のカメラ側接点ピ
ンと電気的に接続される第１のアクセサリ側接点面を含み、
　前記複数の第２のカメラ側接点ピンは、該カメラに対する前記カメラアクセサリの装着
の検出のための第３のカメラ側接点ピンを含み、
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　前記第１のカメラ側接点ピンは、前記カメラ側マウントの前記第１の状態から前記第２
の状態への前記アクセサリ側マウントとの相対回転中において、前記第３のカメラ側接点
ピンとそれに対応する第３のアクセサリ側接点面とが接触を開始するよりも早く又はそれ
と同時に前記第１のアクセサリ側接点面との接触を開始するように設けられていることを
特徴とする請求項１８に記載のカメラ。
【請求項２０】
　前記相対回転方向において、前記第１のカメラ側接点ピンと前記第３のカメラ側接点ピ
ンとの間の距離が、前記第１のアクセサリ側接点面のうち前記相対回転中に前記第１のカ
メラ側接点ピンとの接触を開始する部分と前記第３のアクセサリ側接点面のうち前記相対
回転中に前記第３のカメラ側接点ピンとの接触を開始する部分との間の距離より大きい又
は該距離と同じであることを特徴とする請求項１９に記載のカメラ。
【請求項２１】
　前記複数のカメラ側接点ピンの一つであって、前記カメラアクセサリに通信用の電源を
供給するための第４のカメラ側接点ピンを備えることを特徴とする請求項１４乃至２０の
いずれか１項に記載のカメラ。
【請求項２２】
　前記複数のカメラ側接点ピンの一つであって、前記第４のカメラ側接点ピンと対応して
グランドに接続するための第５のカメラ側接点ピンを備えることを特徴とする請求項２１
に記載のカメラ。
【請求項２３】
　前記複数のカメラ側接点ピンの一つであって、前記カメラアクセサリ内のアクチュエー
タの駆動に用いる電源を前記カメラアクセサリに供給するための第６のカメラ側接点ピン
を備えることを特徴とする請求項１４乃至２２のいずれか１項に記載のカメラ。
【請求項２４】
　前記複数のカメラ側接点ピンの一つであって、前記第６のカメラ側接点ピンと対応して
グランドに接続するための第７のカメラ側接点ピンを備えることを特徴とする請求項２３
に記載のカメラ。
【請求項２５】
　前記複数のカメラ側接点ピンの一つであって、前記カメラアクセサリとデータを通信す
るための第８のカメラ側接点ピンを備えることを特徴とする請求項１４乃至２４のいずれ
か１項に記載のカメラ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一側面としてのカメラアクセサリは、カメラに設けられたカメラ側マウントに
対して取り外し可能に結合されるアクセサリ側マウントを有するカメラアクセサリであっ
て、前記アクセサリ側マウントは、複数のアクセサリ側バヨネット爪を有し、該アクセサ
リ側バヨネット爪が前記カメラ側マウントに設けられた複数のカメラ側バヨネット爪の間
に挿入された第１の状態から前記カメラ側マウントと相対回転されることにより、前記ア
クセサリ側バヨネット爪と前記カメラ側バヨネット爪とが係合して前記カメラ側マウント
との結合を完了する第２の状態となり、前記アクセサリ側マウントには、前記アクセサリ
側およびカメラ側マウントの相対回転方向に配置された複数のアクセサリ側接点面が設け
られ、前記複数のアクセサリ側接点面には、該カメラアクセサリの種類を示すための第１
のアクセサリ側接点面が含まれ、前記第１のアクセサリ側接点面は、前記アクセサリ側マ
ウントの前記相対回転方向において前記アクセサリ側バヨネット爪が設けられている角度
範囲内に配置されていることを特徴とする。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明の他の一側面としてのカメラは、カメラアクセサリに設けられたアクセサ
リ側マウントが取り外し可能に結合されるカメラ側マウントを有するカメラであって、前
記カメラ側マウントは、複数のカメラ側バヨネット爪を有し、該複数のカメラ側バヨネッ
ト爪の間に前記アクセサリ側マウントに設けられたアクセサリ側バヨネット爪が挿入され
た第１の状態から前記アクセサリ側マウントと相対回転されることにより、前記カメラ側
バヨネット爪と前記アクセサリ側バヨネット爪とが係合して前記アクセサリ側マウントと
の結合を完了する第２の状態となり、前記カメラ側マウントには、前記アクセサリ側およ
びカメラ側マウントの相対回転方向に配置された複数のカメラ側接点ピンが突出引込み方
向に移動可能に設けられ、前記複数のカメラ側接点ピンには、前記カメラアクセサリの種
類を判定するための第１のカメラ側接点ピンが含まれ、前記第１のカメラ側接点ピンは、
前記カメラ側マウントの前記相対回転方向において前記カメラ側バヨネット爪が設けられ
ている角度範囲内に配置されていることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　レンズ側接点パターン３０２ａ１～３０２ａ９は、フレキシブルプリント配線板３０６
を介して、図１に示したレンズ制御部１０３に接続されている。レンズ側接点座３０２に
おけるレンズ側接点パターン３０２ａ１，３０２ａ２，…，３０２ａ９を保持する部分（
以下、パターン保持部分という）に隣接する部分には、該パターン保持部分よりも前方に
引っ込んだ凹部３０２ｚが形成されている。また、パターン保持部分と凹部３０２ｚとの
間には斜面３０２ｗが形成されている。なお、以下の説明において、レンズ側接点座３０
２におけるパターン保持部分とレンズ側接点パターン３０２ａ１～３０２ａ９を合わせて
レンズ側接点座３０２という。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　（２）のマウント当接状態では、レンズ側接点座３０２のパターン保持部分（レンズ接
点パターン３０２ａ９又はその近傍の部分）がカメラ側接点ピン２０２ａ１に当接する。
これにより、カメラ側接点ピン２０２ａ１は、（１）のマウント当接前状態に比べて、カ
メラ側接点座２０２に対して押し込まれる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　以下、複数（ｎ個）のカメラ側接点ピン２０２ａｎのうち、マウント当接状態において
レンズ側接点座３０２に当接するＤＴＥＦ端子用のカメラ側接点ピン２０２ａ１を第１の
カメラ側接点ピンともいう。また、第１のカメラ側接点ピン以外の、つまりはマウント当
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接状態においてレンズ側接点座３０２に当接しないカメラ側接点ピン２０２ａ２～２０２
ａ９を第２のカメラ側接点ピンともいう。このうちＭＩＦ端子用のカメラ側接点ピン２０
２ａ９は、第３のカメラ側接点ピンである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　また、レンズ側接点パターン３０２ａｎ上でのピン接触位置と当該レンズ側接点パター
ン３０２ａｎの図中左端（すなわち、レンズ側接点パターン３０２ａｎがカメラ側接点ピ
ン２０２ａｎに対して移動する方向での先端）との間の距離を、Ｌａｎ（Ｌａ１～Ｌａ９

）とする。このとき、Ｌａ１～Ｌａ９は、
Ｌａ１＞Ｌａ２, Ｌａ３，Ｌａ４，Ｌａ５，Ｌａ６，Ｌａ８＞Ｌａ９＞Ｌａ７

なる関係を有するように設定されている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　そこで本実施例では、レンズ側接点パターン３０２ａｎのマウント周方向の幅とマウン
ト径方向の高さ、レンズ側接点パターン３０２ａｎ間のピッチと間隔、カメラ側接点ピン
２０２ａｎ間のピッチおよびカメラ側接点ピン２０２ａｎの径を、以下のように設定して
いる。
《レンズ側接点パターン（アクセサリ側接点面）の幅と高さについて》
　第２のカメラ側接点ピン２０２ａ２～２０２ａ９のそれぞれと対をなす（以下、該ピン
「に対応する」ともいう）レンズ側接点パターン３０２ａ２～３０２ａ９を、以下、第２
のレンズ側接点パターン（第２のアクセサリ側接点面）という。第２のレンズ側接点パタ
ーン３０２ａ２～３０２ａ９は、結合完了状態において第１のカメラ側接点ピン２０２ａ

１に接触しない接点面である。ＭＩＦ端子用のレンズ側接点パターン３０２ａ９は、第３
のアクセサリ側接点面に相当する。これらの第２のレンズ側接点パターン３０２ａ２～３
０２ａ９の幅は、図７（Ａ）および図８（Ａ）に示すように、Ｌ１に設定されている。図
７（Ａ）および図８（Ａ）では、第２のカメラ側接点ピンを２０２ａｘで示し、互いに隣
り合う第２のカメラ側接点ピンを２０２ａｘ，２０２ａｘ＋１で示す。また、第２のカメ
ラ側接点ピン２０２ａｘに対応する第２のレンズ側接点パターンを３０２ａｘで示し、互
いに隣り合う第２のレンズ側接点パターンを３０２ａｘ，３０２ａｘ＋１で示す。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　このように本実施例では、傾きや変形が生じ得る第１のカメラ側接点ピン２０２aｙに
対応する第１のレンズ側接点パターン３０２ａｙの幅を、そのおそれがない第２のカメラ
側接点ピン２０２ａｘに対応する第２のレンズ側接点パターン３０２ａｘの幅より大きく
設定している。これにより、レンズ側接点座３０２の当接（衝突）によって第１のカメラ
側接点ピン２０２aｙ（２０２ａ１）に傾きや変形が生じても、これらと第１のレンズ側
接点パターン３０２ａｙ（３０２ａ１）との正常な接触（電気的接続）を確保することが
できる。したがって、カメラと交換レンズ間での通信エラーを回避することができる。
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【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　図３（Ｂ）には、幅Ｌ１，Ｌ２を、レンズ側マウント３０１に円弧状に形成されたレン
ズ側接点座３０２上での角度範囲θＬ１，θＬ２として示している。
《レンズ側接点パターン間（アクセサリ側接点面間）のピッチと間隔およびカメラ側接点
ピン間のピッチについて》
　第２のレンズ側接点パターン３０２ａｘ，３０２ａｘ＋１（３０２ａ２～３０２ａ９）
間のピッチと間隔はそれぞれ、図７（Ａ）および図８（Ａ）に示すように、Ｐ１とＱ１に
設定されている。ここにいうレンズ側接点パターンのピッチは、マウント周方向にて隣り
合う接点パターン上でのピン接触位置間の距離に相当する。また、レンズ側接点パターン
の間隔は、マウント周方向における１つのレンズ側接点パターンとこれに隣り合うレンズ
側接点パターンとの間（接点パターンが矩形である場合の辺の間）の距離である。このレ
ンズ側接点パターンの間隔は、該レンズ側接点パターンとカメラ側接点ピンとの接触にお
いて重要な意味を持つ。また、第２のレンズ側接点パターン３０２ａｘ，３０２ａｘ＋１

のピッチＰ１に合わせて、第２のカメラ側接点ピン２０２ａｘ，２０２ａｘ＋１間のピッ
チ（ピン中心軸間の距離）もＰ１に設定されている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　上述したように、カメラ側接点ピン２０２ａ１は、レンズ側接点座３０２の当接（衝突
）により傾きや変形が生じ得る。ここで、第１のレンズ側接点パターン３０２ａ１である
ＤＴＥＦ端子用パターンとそれに隣接する第２のレンズ側接点パターン３０２ａ２である
ＤＧＮＤ端子用パターンにカメラ側接点ピン２０２ａ１が同時に接触すると、次のような
不具合が生じる。上述したように、カメラマイコン２０は、ＤＴＥＦ＿ＩＮ端子の電圧値
に基づいて装着された交換レンズ１００の種類を判定する。もしＤＴＥＦ端子用パターン
とＤＧＮＤ端子用パターンにカメラ側接点ピン２０２ａ１が同時に接触すると、ＤＴＥＦ
端子用パターンとＤＧＮＤ端子用パターンとが導通した状態になり、カメラマイコン２０
がレンズの種類を誤判定するおそれがある。カメラマイコン２０は、ここでの判定結果に
基づいて交換レンズ１００との通信電圧を設定するため、実際に装着された交換レンズと
異なる種類のレンズと判定すると、適切な通信電圧が設定されず、正しく通信を行うこと
ができなくなる。そのため、本実施例では、カメラ側接点ピン２０２ａ１の傾きや変形を
考慮して、第１のレンズ側接点パターン３０２１と、それに隣接する第２のレンズ側パタ
ーン３０２２との間隔を広げている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
　なお、本実施例では、１つの第１のレンズ側接点パターンが設けられている場合につい
て説明しているが、第１のレンズ側接点パターンを第１のカメラ側接点ピンとともに複数
設けてもよい。この場合、図１０に示すように、第１のレンズ側接点パターン３０２ａｙ

とこれに隣り合う他の第１のレンズ側接点パターン３０２ａｙ’との間のピッチと間隔も
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それぞれ、Ｐ２とＱ２に設定するとよい。また、互いに隣り合う第１および第２のレンズ
側接点パターンに対応する第１および第２のカメラ側接点ピン間のピッチもＰ２に設定す
る。ただし、互いに隣り合う第１および第２のレンズ側接点パターン間のピッチと間隔は
、互いに隣り合う２つの第１のレンズ側接点パターン間のピッチと間隔と必ずしも同じで
なくてもよい。つまり、前者のピッチと間隔をＰ２ａとＱ２ａとし、後者のピッチと間隔
をＰ２ｂとＱ２ｂとするとき、
Ｐ２ａ≠Ｐ２ｂ　（ただし、Ｐ１＜Ｐ２ａ）
Ｑ２ａ≠Ｑ２ｂ　（ただし、Ｑ１＜Ｑ２ａ）
であってもよい。この場合、互いに隣り合う第１のレンズ側接点パターン間のピッチと、
互いに隣り合う第１および第２のカメラ側接点ピン間のピッチはそれぞれ、Ｐ２ａとＰ２
ｂに設定される。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
　これに対して本実施例によれば、上記のような外力が加わっても、ＤＴＥＦ端子（２０
２ａ１，３０２ａ１）の接触信頼性が保証される。このため、カメラ１０は、交換レンズ
１００の種類判定が正しく行え、カメラ１０は交換レンズ１００の種類に対して適正な通
信電圧の設定を行うことができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
　図１１（Ａ）～（Ｃ）には、上述した条件（２），（３）を満足するが、条件（１），
（４）を満足しない場合を本発明の実施例２として示している。本実施例では、互いに隣
り合う第１および第２のレンズ側接点パターン３０２ａｙ，３０２ａｙ＋１間のピッチＰ
２および間隔Ｑ２は、互いに隣り合う第２のレンズ側接点パターン３０２ａｘ，３０２ａ

ｘ＋１間のピッチＰ１および間隔Ｑ１より大きい。また、互いに隣り合う第１および第２
のカメラ側接点ピン２０２ａｙ，２０２ａｙ＋１間のピッチＰ２も、互いに隣り合う第２
のカメラ側接点ピン２０２ａｘ，２０２ａｘ＋１間のピッチＰ１より大きい。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】

【手続補正１６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１０】

【手続補正１７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１１】
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